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②②第76号

平
成
15
年
度
予
算
に
お
い
て
、

３
千
920
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
76
億
８
千
655
万
円
に
し

ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

平
成
15
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
、
組
織
及
び

規
約
の
変
更
、
人
事
案
件
な
ど
19
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

町
政
一
般
質
問
で
は
５
人
が
登
壇
し
、
町
長
の
考
え
を
た
だ
す
と
と
も
に

議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
２
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

 

定例議会 
 ～ 9日 17日 

121212

一
　
般
　
会
　
計

議
会
・
総
務
関
連

議
員
・
特
別
職
期
末
手
当
を

314
万
円
減
額
、
石
川
県
議
会
議

員
・
内
談
町
議
会
議
員
選
挙
費

の
精
算
に
よ
り
290
万
円
減
額
補

正
。企

画
関
連

住
宅
土
地
統
計
調
査
、
漁
業

セ
ン
サ
ス
等
の
指
定
統
計
調
査

費
と
し
て
、
47
万
円
を
計
上
。

主
な
歳
出

福
祉
関
連

平
成
15
年
７
月
に
成
立
し
た

「
次
世
代
育
成
支
援
推
進
法
」

に
よ
り
、
行
動
計
画
を
策
定
す

る
た
め
の
準
備
費
用
と
し
て
、

91
万
円
を
計
上
。

商
工
関
連

産
業
会
館
１
階
の
上
屋
新

設
、
間
仕
切
り
壁
撤
去
等
の
改

修
工
事
と
し
て
、
130
万
円
を
計

上
。教

育
関
係

西
荒
屋
小
学
校
が
山
間
部
の
学

校
と
の
地
域
間
交
流
、
内
談
砂

丘
で
の
自
然
観
察
等
の
体
験
学

習
推
進
事
業
の
補
助
金
と
し

て
、
50
万
円
を
計
上
。

役場１階カウンター

皆様方におかれましては、平成16年の輝かしい新春をお迎えのことと心からお慶び申
し上げます。
平素から町議会活動に対しましてご理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
地方分権がすすむいま、豊かさを実感でき、いきいきとした生活が営める、
すばらしい内談町を築くため、より一層の努力をしてまいる所存で
あります。
どうか、本年もなお一層のご協力を賜りますようお願い
申し上げまして、年頭のご挨拶といたします。内談町議会議長

中　川　　達



③③ 内談町議会だより

霊
園
造
成
工
事
の
入
札
差
金
、

設
計
見
直
し
等
で
212
万
円
の
減

額
補
正
。

（
全
員
賛
成
）

風
車
の
監
視
制
御
用
電
話
料
、

電
気
計
測
用
備
品
等
の
費
用
と

し
て
71
万
円
計
上
。（全

員
賛
成
）

●
河
北
郡
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員
の
定
数
で
、
内
談
町
選
出

議
員
を
２
人
か
ら
４
人
に
変
更
。

●
河
北
郡
斎
場
施
設
組
合
議
会

議
員
の
定
数
で
、
内
談
町
選
出

議
員
を
２
人
か
ら
３
人
に
変
更
。

●
河
北
郡
地
方
税
整
理
組
合
議

会
議
員
の
定
数
で
、
内
談
町
選

出
議
員
を
１
人
か
ら
２
人
に
変

更
。（

賛
成
16
人
）（
反
対
１
人
）

松
野
長
義
氏
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
全
員
賛
成
で
同
意

し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
12
月

22
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い

て
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

浜
田
　
寛
教
育
長
（
新
任
）

西
荒
屋
在
住
　
56
歳

●
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明

書
等
の
交
付
に
係
る
事
務
に「
か

ほ
く
市
」を
加
え
、
相
互
委
託
。

（
賛
成
16
人
）（
反
対
１
人
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

林
腰
　
紀
男
氏
（
新
任
）

鶴
ヶ
丘
在
住
　
60
歳

組
織
及
び
規
約
の
変
更
（
※
北
部
３
町
の
合
併
に
伴
い
改
正
）

人

事

案

件

事
務
の
相
互
委
託

特
　
別
　
会
　
計

河 北 斎 場

■平成15年度一般会計補正予算に、衆議院議員総選挙費１千250万円を計
上することを承認しました。 （全員賛成）
■議員、常勤の特別職、教育長の期末手当を3.5カ月から3.3カ月に減額す
る条例改正をしました。 （全員賛成）
■一般職員の給料表改正（減額）、期末・勤勉手当を4.65カ月から4.40カ
月に減額する条例改正しました。 （賛成15人）（反対１人）

平成15年第２回　臨時議会平成15年第２回　臨時議会 11月25日



④④第76号

12月17日（水）、河北潟環境対策特別委員会委員
９名と中川議長は、石川県津幡土木事務所に要望
書を提出しました。

①西部承水路は、水が滞留し土砂が堆積している
ため、葦等の水草が繁殖し、悪臭や害虫が発生
し、周辺の住環境に悪影響を与えている。また、
雨水や生活排水も流入するため、豪雨時に浸水
する家屋も出ているので、浚渫

しゅんせつ

改修を要望しま
す。
②室地区の主要地方道松任宇ノ気線は、道路幅員が狭く歩道も整備されていない。

①西部承水路の浚渫改修については、今行っている浚渫工事を継続して実施していく。
②歩道整備（室地区）については、県道路整備課に要望してあり、実施に向け最善の努力
をする。

河北潟環境対策特別委員会

要望事項

津幡土木所長・回答

津幡土木事務所で要望する委員

町当局に指摘・要望した主な点
５日間にわたり審議した結果、指摘事項と要望事項を今後の行財政運営に反映させることを付し

て、９会計歳出総額150億９千762万２千238円の決算すべてを認定しました。

決 算 特 別 委 員 会

●夕陽ヶ丘苑の増床計画は、柔軟に現状に促した
対応をすること。

●清湖児童館は、清湖小学校の校区内で早急に設
置を検討すること。

●南線の用地買収は、町が積極的に行動し、早期
解決を図ること。早期解決が困難な場合には、
宮坂８号線の整備も視野に入れ検討すること。

●街なみ整備事業は、マスタープランを作成して
各地区の事業年度を早急に示すこと。

●白帆台の商業施設の誘致及び商業用地の販売、
住宅地等の販売については住宅供給公社、北部
土地区画整理組合、町の３者が一体となって具
体策を検討し、販売促進に鋭意努力すること。着々と進む白帆台

平成14年度決算



⑤⑤ 内談町議会だより

議会議案３件について、採決を行い
１件を可決、２件を否決しました。

「公的年金の保険者負担を引き上げることなく、給付水準の充実を求める意見書」
（賛成10人、反対７人）

可　決

「消費税の大増税計画の中止を求める意見書」 （賛成６人、反対11人）
「自衛隊をイラクに派遣しないよう求める意見書」 （賛成５人、反対12人）

否　決

能登有料道路の直線化
12月16日に開催された委員会審議の要旨を報告します。

平成元年12月の内談町議会において、直線化の
早期実現を求める決議を議決したところであり、
石川県議会においても平成２年６月に直線化の早
期実現を求める町からの請願が採択されている。
また、地域高規格道路として、金沢市と能登地

区を結ぶ重要な道路に位置づけされている。
当区域は、毎年「世界の凧の祭典」が開催され、

数万人もの人が訪れ、夏には海水浴客でにぎわう
ところでもあり、朝夕の交通混雑のなかこのまま
の状態で放置することは出来ない。
商業ゾーンとしての開発が望まれる今、交通ア

クセスの確保や道路網の整備がされていないため
に事業を展開しようとしても出来ない状況にあるとおもわれる。
原点に戻って、町と大京がテーブルに着いて、腰を入れてもう一歩踏み込んだ話し合いを

進めてもらいたい。
それと併行して、町議会としても県に対し、要望活動を展開していく必要がある。

開 発 特 別 委 員 会

望まれる直線化

望む早期着工

八
田
　
外
茂
男
議
員

国
際
社
会
は
イ
ラ
ク
国
民
に
よ
る
民
主
的

な
政
府
を
樹
立
す
る
と
い
う
大
義
の
た
め
、

復
興
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

我
が
国
は
中
東
地
域
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
９
割
近
く
を
依
存
し
て
い
る
。

自
衛
隊
及
び
イ
ラ
ク
復
興
支
援
職
員
は
、

医
療
や
施
設
の
復
旧
、
整
備
等
の
人
道
復
興

支
援
を
目
的
と
し
て
イ
ラ
ク
に
派
遣
す
る
も

の
で
あ
り
、
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
の
が
国
際
社
会
の
中
で
の
我

が
国
の
責
任
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

水
口
　
裕
子
議
員

堂
下
　
清
孝
議
員

戦
闘
服
に
武
器
を
携
行
し
た
自
衛
隊
が
行

け
ば
、
米
英
軍
と
と
も
に
占
領
軍
の
一
部
と

み
な
さ
れ
、
新
た
な
戦
闘
、
イ
ラ
ク
人
の
抵

抗
運
動
が
起
こ
り
、
一
般
市
民
が
巻
き
添
え

に
な
る
。

イ
ラ
ク
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
活
動
し
て
お
り
、
日
本
は
そ
れ
ら
を
財
政

的
に
も
物
質
的
に
も
積
極
的
に
支
援
す
べ
き

で
、
今
求
め
ら
れ
る
の
は
医
療
援
助
を
初
め

と
す
る
文
民
を
中
心
と
し
た
援
助
で
あ
る
。

自
分
の
息
子
が
そ
う
し
た
中
で
、
イ
ラ
ク

に
派
遣
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
ほ
し

い
。
以
上
に
よ
り
賛
成
す
る
。



常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト 
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト 
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト 

各
常
任
委
員
会
で
の
審
議
内
容
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

総
務
常
任
委
員
会 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

信
号
機
の
要
望

内
談
町
で
信
号
機
の
要
望
は
何
箇
所
あ
る
の
か
。

ま
た
、
要
望
順
位
は
あ
る
の
か
。

要
望
箇
所
は
、
新
設
と
改
良
併
せ
て
16
箇
所
。

毎
年
一
括
し
て
要
望
し
て
い
る
が
、
別
途
期
成
同
盟

会
等
で
設
置
す
る
も
の
も
あ
る
。

⑥⑥第76号

給
食
の
食
べ
残
し
の
量
は
？

学
校
給
食
で
食
べ
残
し
が
多
い
と
聞
く
が
、
現
状

は
ど
う
な
の
か
。

季
節
に
よ
り
、
ま
た
献
立
に
よ
り
変
動
し
一
概
に

は
言
え
な
い
。
煮
物
な
ど
野
菜
を
使
っ
た
献
立
は
多

く
残
る
傾
向
が
あ
る
。
成
長
期
の
大
切
な
時
期
で
も

あ
る
の
で
、
偏
食
に
な
ら
な
い
よ
う
保
護
者
に
も
働

き
か
け
、
対
処
し
て
い
き
た
い
。

町
執
行
部
よ
り
、「
検
討
し
た
い
」
と
い
う
回
答

を
よ
く
聞
く
が
、
そ
の
後
の
報
告
が
な
い
。

今
後
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

次
世
代
育
成
（
子
育
て
）
支
援
対
策
行
動
計
画
策

定
委
員
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、あ
て
職
で
は
な
く
、

実
情
に
あ
っ
た
委
員
を
選
任
し
て
ほ
し
い
。

QA

QQQ AA

信号機の設置を

恐 竜 公 園



常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト 

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト 

⑦⑦ 内談町議会だより

津
幡
署
管
内
と
内
談
町
に
お
け
る
交
通
事
故
等
の

前
年
度
比
較
は
。

件
数
と
負
傷
者
数
は
、
い
ず
れ
も
減
っ
て
い
る
が

死
者
数
は
増
え
て
い
る
。

県
内
で
市
町
村
合
併
が
進
む
と
２
〜
３
年
後
に
は

ど
う
な
る
の
か
。

現
在
の
法
定
合
併
協
議
会
で
は
、
10
市
９
町
に
な
る

予
定
。

石
川
県
議
会
議
員
選
挙
の
開
票
立
会
人
報
酬
５
人

の
減
額
要
因
は
。

法
定
立
会
人
は
10
人
、
予
算
上
は
８
人
計
上
し

た
が
届
け
出
が
３
人
だ
っ
た
。

内
談
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
の
事
務
費
補
助
金

は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

主
に
管
理
公
社
の
人
件
費
。

石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組
合
と
は
。

消
防
吏
員
及
び
消
防
団
員
が
消
防
業
務
に
従
事
す
る

に
あ
た
り
、
そ
の
職
務
を
遂
行
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て

災
害
を
受
け
、
そ
の
た
め
死
亡
し
、
負
傷
し
、
疾
病
に

か
か
り
、
又
は
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
授
与
す

る
賞
じ
ゅ
つ
金
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理
す
る
。

意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

各
保
育
所
で
給
食
を
作
る
の
で
な
く
、
民
間
あ
る

い
は
共
同
調
理
場
で
作
る
考
え
は
な
い
の
か
。

０
歳
児
の
食
事
等
、
特
殊
な
も
の
も
あ
り
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

霊
園
の
整
備
は
全
体
計
画
か
ら
見
る
と
、
ど
こ
ま

で
進
ん
だ
の
か
。

全
体
で
３
千
500
区
画
の
う
ち
、
２
千
550
区
画
を

整
備
し
た
。

産
業
会
館
改
修

産
業
会
館
１
階
部
分
の
改
修
工
事
は
、
凧
の
会
が

使
用
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
が
、
大
き
な
凧
を
搬
入

・
搬
出
す
る
の
に
出
入
口
が
小
さ
い
と
お
も
わ
れ
る

が
支
障
は
な
い
の
か
。

凧
の
会
よ
り
、
使
い
や
す
い
施
設
に
す
る
た
め
意

見
を
聞
い
て
い
る
。
搬
出
す
る
と
き
は
、
解
体
し
て

持
っ
て
い
く
の
で
支
障
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
、
亀
の
甲
に
な
る

前
に
、
穴
が
空
く
原
因
は
何
か
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
品
質
不
良
等
が
原
因
で

発
生
す
る
も
の
。

お
お
ど
お
り
パ
ー
ク
は
、
木
が
生
い
茂
っ
て
お
り

暗
い
の
で
、
足
元
に
電
灯
を
設
置
で
き
な
い
か
。

街
路
灯
が
３
本
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
光
が
届
か

な
い
所
に
つ
い
て
は
、剪
定
を
行
い
対
処
し
て
い
る
。

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果

も
あ
り
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
園
等
の
ト
イ
レ
の
消
灯
時
間
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

恐
竜
公
園
、
総
合
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
あ
る
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
、
日
没
か
ら
10
時
ま
で
点
灯
す
る
設

定
と
な
っ
て
お
り
、
利
便
施
設
の
ト
イ
レ
は
、
便
器
の

あ
る
場
所
は
人
感
で
点
灯
し
、
入
り
口
は
日
没
か
ら
11

時
ま
で
点
灯
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

QQ AAQAQAQA

QQ

QQ QAAQ AA

AAA

学校給食（大根布小学校）



⑧⑧第76号

神
奈
川
県
川
崎
市
の

消
防
局
、
横
須
賀
市
の

消
防
局
・
電
子
入
札
・

情
報
公
開
制
度
な
ど
を

視
察
研
修
し
ま
し
た
。

川
崎
市
消
防
局
は
、

平
成
14
年
４
月
に
完
成

し
、
消
防
署
を
併
設
す

る
庁
舎
は
地
下
１
階
・

地
上
９
階
・
塔
屋
１
階

で
、
高
さ
50
ｍ
、
延
床

面
積
９
千
84
㎡
で
、
高

度
な
指
令
シ
ス
テ
ム
を

駆
使
し
た
情
報
収
集
と

指
揮
運
用
が
出
来
ま
す
。

緊
急
や
救
急
対
応
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
緊
急
離
発
着
場

を
屋
上
に
設
置
し
て
あ
り
、
全

市
を
網
羅
す
る
119
番
対
応
、
火

災
、
救
急
、
救
助
活
動
に
対
し
、

迅
速
的
確
に
対
処
す
る
「
新
指

令
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
川

崎
市
の
防
災
を
担
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

消
防
の
使
命
は
、
火
災
か
ら

貴
重
な
財
産
を
守
り
、
尊
い
人

命
を
保
護
し
、
住
民
生
活
の
安

定
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

立
派
な
施
設
が
あ
っ
て
も
消

防
団
と
の
連
携
を
密
に
保
っ
て

い
る
姿
勢
は
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

神
奈
川
県
川
崎
市
と

伊
勢
原
市
の
中
学
校
、

相
模
原
市
の
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。

川
崎
市
の
西
中
原
中

学
校
は
、
生
徒
数
962
名

で
川
崎
市
で
は
一
番
の

マ
ン
モ
ス
校
で
す
。
生

徒
と
父
兄
の
連
携
を
踏

ま
え
た
学
校
づ
く
り
を

進
め
、
地
域
性
と
伝
統

を
重
ん
じ
、
運
動
・
学

力
の
成
果
、
個
性
が
生

き
る
取
組
み
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

特
に
ス
ポ
ー
ツ
面
で

は
、
先
輩
が
後
輩
を
指
導
す
る

伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
学
級
相
互
の
意
志

疎
通
、
指
導
の
一
貫
性
、
情
報

の
共
有
、
全
体
で
の
実
践
な
ど

反
省
点
が
生
き
る
機
能
的
、
効

率
的
な
組
織
運
営
を
進
め
て
い

ま
し
た
。

マ
ン
モ
ス
校
の
課
題
や
問
題

点
は
特
に
見
受
け
ら
れ
ず
、
逆

に
そ
れ
を
利
点
と
し
て
、
生
徒

達
が
明
る
く
運
動
し
、
文
化
活

動
や
学
力
の
充
実
を
図
る
な
か

で
、
先
生
、
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

体
で
の
す
ば
ら
し
い
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

ヘリコプターの緊急離発着場

授業している生徒

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会



⑨⑨ 内談町議会だより

東
京
都
板
橋
区
の
ホ
タ

ル
飼
育
施
設
、
埼
玉
県
朝

霞
市
の
滝
の
根
公
園
ホ
タ

ル
飼
育
水
施
設
、
栃
木
県

日
光
市
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
事
業
・
日
光
だ

い
や
川
公
園
、
東
京
都
の

治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て

視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。板

橋
区
の
ホ
タ
ル
飼
育

施
設
は
、
平
成
元
年
６
月

に
板
橋
区
議
会
で
「
ホ
タ

ル
復
活
」
が
決
議
さ
れ
、

ホ
タ
ル
の
飼
育
を
試
み
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

メ
イ
ン
施
設
と
な
る
「
せ
せ

ら
ぎ
」
は
、
ガ
ラ
ス
温
室
内
に

あ
っ
て
、
全
長
17
ｍ
、
幅
1.2
ｍ

の
小
川
が
流
れ
て
お
り
、
水
は

ろ
過
さ
れ
て
循
環
さ
れ
て
い
ま

す
。
可
能
な
限
り
生
息
地
の
気

象
状
況
に
近
づ
け
る
よ
う
に
し

て
あ
り
、
ホ
タ
ル
の
自
生
地
を

再
現
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ホ
タ
ル
は
、
人
に
対
す
る

「
い
や
し
」
効
果
が
あ
る
と
研

究
さ
れ
て
お
り
、
ホ
タ
ル
の
公

開
時
に
は
連
日
大
勢
の
人
が
見

物
に
訪
れ
る
そ
う
で
す
。

内
灘
町
の
夜
空
を
ホ
タ
ル
が

舞
う
姿
を
想
像
し
て
も
、
お
も

し
ろ
い
と
感
じ
ま
し
た
。

京
都
府
木
津
町
、
南
山
城
村

を
訪
ね
議
会
広
報
の
編
集
に
つ

い
て
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。木

津
町
で
は
、「
わ
た
し
の

意
見
」
と
い
う
特
集
記
事
を
組

ん
で
、
毎
号
町
民
の
方
の
意
見

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

文
章
は
出
来
る
だ
け
短
く
、

読
み
や
す
く
し
、
わ
か
り
に
く

い
行
政
用
語
は
、
わ
か
り

や
す
い
言
葉
に
置
き
換
え

る
か
、
用
語
解
説
を
つ
け

る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
し

た
。南

山
城
村
で
は
、
４
人

の
広
報
委
員
全
員
が
分
担

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
編
集
を

行
っ
て
い
る
の
が
特
色
で

あ
り
、
発
言
や
答
弁
内
容

を
客
観
的
に
と
ら
え
、
発

言
者
の
意
思
に
則
し
て
表

現
し
、
評
価
や
論
評
に
属

す
る
記
事
は
一
切
さ
け

て
、
事
実
の
ま
ま
を
報
道

す
る
姿
勢
で
し
た
。

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
議
会
広
報
づ
く
り
は
全
国
共

通
で
あ
る
た
め
、
様
々
な
観
点

か
ら
の
見
方
、
考
え
方
を
研
修

す
る
こ
と
が
で
き
、
紙
面
づ
く

り
の
大
切
さ
と
審
議
内
容
の
表

現
方
法
に
有
意
義
な
成
果
を
得

ら
れ
ま
し
た
。

「せせらぎ」を観察する委員

村長を交え意見交換

産
業
建
設
常
任
委
員
会

広
報
対
策
特
別
委
員
会



町
長

清
湖
小
学
校
の
校
舎
内

の
一
角
を
活
用
で
き
な
い
か
前

向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

北
川

学
童
保
育
や
保
育
所
の

土
曜
日
の
時
間
延
長
は
で
き
な

い
か
。

町
民
部
長

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
推
計
ニ
ー
ズ
等
を
も
と
に
今

後
検
討
。

北
川

公
民
館
等
の
施
設
整
備

に
あ
た
り
、
複
合
型
施
設
に
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

松
野
教
育
長

こ
れ
ま
で
の
方

針
を
踏
ま
え
公
民
館
を
整
備
し

て
い
き
た
い
。

北
川

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
公
共
の
宿
に

分
離
せ
よ
。

米
田
助
役

運
営
の
見
直
し
が

必
要
で
あ
り
、
第
４
次
総
合
計

画
に
盛
り
込
み
た
い
。

北
川

河
北
潟
干
拓
地
の
農
業

特
区
に
つ
い
て
、
県
か
ら
事
前

に
相
談
が
あ
っ
た
か
。

町
長

環
境
保
全
の
あ
り
方
等

は
協
議
書
に
折
り
込
む
旨
の
回

答
を
得
て
い
る
。

北
川

第
３
次
総
合
計
画
の
中

で
実
施
で
き
な
か
っ
た
主
要
施

策
の
対
応
は
。

総
務
部
長

住
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
、
複
雑
化
に
対
応
し
、
実

現
す
る
方
向
を
目
指
す
。

北
川

入
札
制
度
の
電
子
化
は
、

も
う
少
し
先
送
り
す
べ
き
だ
。

助
役

県
の
試
行
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

⑩⑩第76号

北
川
進
議
員

共
稼
ぎ
世
帯
が

多
く
な
る
昨
今
、長
時
間
保
育
、

日
曜
・
夜
間
保
育
も
望
ま
れ
て

い
る
。

現
在
あ
る
保
育
所
な
ど
の
全

体
的
な
見
直
し
や
保
育
施
設
を

岩
本
町
長

保
育
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
変
貌
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
非
常
に
重

要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
。

民
間
の
保
育
は
、
他
の
自
治

体
で
も
進
ん
で
お
り
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
入
れ
て
考
え
、
議

会
の
皆
さ
ん
と
も
議
論
を
重
ね
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
設
す
る
地
域
に
民
間
活
力
を

導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

第
４
次
総
合
計
画
の
中
で
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

北川　　進 議員

5人が 

登壇 

保
育
所
経
営
に
民
間
導
入
を

議
論
を
重
ね
検
討

新
年
度
を
目
安
に

い
っ
ぱ
ん
質
問

清湖児童館で読書

清
湖
小
内
に
学
童
保
育
を

北
川

前
回
の
定
例
会
で
も
質

問
し
た
が
清
湖
小
学
校
校
下
の

学
童
保
育
は
、
公
共
施
設
な
ど

を
利
用
し
て
学
童
保
育
が
で
き

な
い
か
、
も
う
一
度
検
討
す
る

考
え
は
。



み
の
サ
ポ
ー
ト
収
集
を
取
り
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
。

た
上
で
、
少
し
時
間
が
か
か
っ

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
普
及
を
図
る
た
め
補
助
金
を

出
し
て
い
る
が
、
当
町
も
導
入

の
考
え
が
あ
る
か
。

能
村

町
で
は
在
宅
老
人
福
祉

事
業
と
し
て
数
々
の
サ
ー
ビ
ス

あ
る
い
は
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

高
齢
者
や
障
害
を
も
っ
た
方

が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
も
、
電
話
な
ど
で

事
前
に
連
絡
を
受
け
、
大
型
ご

岩
本
町
長

県
内
何
カ
所
か
の

市
町
村
で
補
助
を
し
て
い
る
が
。

国
と
地
方
の
税
源
移
譲
の
問
題

等
、
三
位
一
体
改
革
で
財
政
が

今
非
常
に
不
安
定
な
状
況
で
あ

り
、
国
の
財
政
状
況
も
勘
案
し

能
村
憲
治
議
員

全
国
で
既
に

相
当
数
の
市
町
村
が
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
制
度

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
や
他
市
町
村
で
も
地
球
温

暖
化
防
止
の
観
点
に
立
っ
て
、

米
田
助
役

高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
と
健
常
者
が
一
緒
に
な

っ
て
生
活
を
す
る
社
会
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
に
お
い
て
互
い
の
助
け

合
い
や
つ
な
が
り
が
薄
れ
つ
つ

あ
り
、
相
互
扶
助
事
業
と
し
て

大
型
ご
み
の
サ
ポ
ー
ト
収
集
が

出
来
な
い
か
、
地
域
の
皆
様
と

話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

能
村

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料

助
成
を
高
齢
者
世
帯
に
も
。

町
民
部
長

制
度
の
理
念
を
根

本
的
に
変
え
る
の
で
、
今
後
検

討
。

能
村

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
時

代
と
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
い

る
か
。

町
民
部
長

在
宅
福
祉
事
業
は
、

今
後
重
要
な
課
題
に
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。

⑪⑪ 内談町議会だより

いっぱん いっぱん 

能村　憲治 議員

太
陽
光
発
電
に
補
助
を

大
型
ご
み
のサポ

ー
ト
収
集

当
町
も
検
討

相
互
扶
助
事
業
と
し
て

い
っ
ぱ
ん
質
問

福祉タクシーの利用拡大を



水
口

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
の

容
器
包
装
を
ぜ
ひ
分
別
収
集
せ

よ
。

町
民
部
長

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
が
完
成
す
る
ま
で
は
現
状
の

収
集
体
制
と
考
え
て
い
る
。

水
口

徳
島
県
上
勝
町
の
34
分

別
を
研
究
し
、
ご
み
の
さ
ら
な

る
減
量
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

町
民
部
長

ご
み
の
減
量
化
を

進
め
て
い
く
た
め
、
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

水
口

ご
み
の
分
類
を
掲
載
し

た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る

前
に
議
論
せ
よ
。

町
民
部
長

先
進
自
治
体
の
資

料
を
収
集
し
、
よ
り
す
ぐ
れ
た

も
の
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

水
口

町
主
催
の
中
国
語
教
室

は
終
わ
っ
た
が
、
継
続
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

講
師
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
来
年
度
の
当
初
か
ら
で
き

る
か
検
討
し
た
い
。

米
田
助
役

住
民
の
意
見
を
十

分
聞
き
な
が
ら
独
自
性
を
盛
り

込
ん
だ
計
画
を
策
定
し
た
い
。

水
口

子
育
て
、
お
年
寄
り
の

方
々
へ
の
支
援
を
求
め
る
要
望

が
非
常
に
多
い
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

形
で
人
材
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
民
の
方
を
公
募
し
て
、
地

域
通
貨
も
含
め
、
ど
ん
な
人
材

バ
ン
ク
が
我
が
町
に
は
最
適
で

あ
る
か
検
討
し
て
ほ
し
い
。

水
口
裕
子
議
員

中
国
呉
江
市

訪
問
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
関

心
を
持
つ
方
な
ら
ば
誰
で
も
友

好
都
市
を
訪
問
す
る
機
会
を
提

供
す
れ
ば
ど
う
か
。

補
助
金
が
あ
る
こ
と
も
広
く

知
ら
せ
、友
好
の
輪
を
広
げ
て
、

友
好
都
市
提
携
の
呉
江
市
へ
尋

ね
て
い
け
る
よ
う
に
。

岩
本
町
長

こ
れ
か
ら
も
文
化

交
流
や
人
材
交
流
を
よ
り
深
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
は
門

戸
を
開
い
て
あ
る
が
、
受
け
入

れ
先
と
の
協
議
も
必
要
な
の
で
、

検
討
を
要
す
る
。

水
口

次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
策
定
は
、
保
護
者
か
ら
要

望
や
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
。

⑫⑫第76号

水口　裕子 議員

い
っ
ぱ
ん
質
問

た
い
し
、

地
域
通
貨
の
導
入

は
、
商
店
街
の
方
々
に
も
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
地
域
通
貨
の
導

入
を
含
め
て
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

前
向
き
に
検
討

町
長

き
び
し
い
財
政
環
境
に

あ
る
の
で
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
設
立
は
非
常
に
よ
い
。

地
域
全
体
の
福
祉
が
ど
う
か

と
い
う
こ
と
も
検
討
し
て
い
き

呉
江
市
訪
問

人
材
バ
ン
ク
の
立
ち
上
げ

検
討
を
要
す
る

リサイクル収集

用語
解説 有償ボランティアとは

・労働力に対して、金銭的な対価を受けない
が、エコマネー（地域通貨）などお金以外
の支給を受ける。
・金額の大小は関係なく、謝礼的な金銭の支
給を受ける。



施
し
て
い
る
自
治
体
は
、
16
市

町
村
が
あ
り
、
単
独
で
の
減
免

は
９
市
町
で
実
施
し
て
い
る
。

堂
下

医
科
大
の
病
院
施
設
も

含
め
、
適
正
に
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

土
地
の
利
用
状
況
、

現
況
を
的
確
に
把
握
し
て
適
正

に
課
税
し
て
い
る
。

堂
下

が
ん
の
早
期
発
見
は
、

医
療
費
の
軽
減
が
で
き
る
の
で
、

検
診
の
無
料
実
施
を
せ
よ
。

町
民
部
長

自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
と
い
う
意
識
で
、
自

己
負
担
を
願
う
。

堂
下

子
供
の
医
療
費
助
成
は

小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
、
千
円

の
自
己
負
担
は
撤
廃
す
べ
き
。

岩
本
町
長

千
円
の
自
己
負
担

は
減
免
の
方
向
で
進
め
、
助
成

の
拡
大
は
慎
重
に
考
え
た
い
。

堂
下

医
科
大
前
の
バ
ス
停
の

設
置
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

か
。

総
務
部
長

県
の
方
に
要
望
を

行
い
、
設
置
に
向
け
検
討
中
。

堂
下

旭
ケ
丘
の
交
差
点
の
信

号
、
西
荒
屋
地
内
の
信
号
と
横

断
歩
道
の
新
設
は
。

総
務
部
長

旭
ケ
丘
交
差
点

は
、
信
号
機
の
周
期
を
変
更
し

渋
滞
緩
和
を
図
っ
て
い
る
。

総
務
部
長

西
荒
屋
地
内
の
信

号
と
横
断
歩
道
は
、
今
年
度
も

継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

水
口
裕
子
議
員

乳
が
ん

の
触
診
よ
り
も
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
を
低
価
、
無

料
で
実
施
せ
よ
。

保
険
年
金
課
参
事

来
年

度
の
受
診
体
制
の
見
直
し
、

充
実
の
中
で
検
討
し
た
い
。

町
民
部
長

今
年
度
に
お
い
て

も
計
画
を
上
回
る
ぺ
ー
ス
で
介

護
給
付
費
が
増
加
し
て
い
る
。

収
支
の
均
衡
が
保
て
な
い
と

い
う
厳
し
い
財
政
状
況
に
陥
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

堂
下
清
孝
議
員

介
護
保
険
の

低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の

減
免
と
利
用
料
の
減
額
は
、

何
ら
か
の
形
で
実
施
す
べ
き
だ
。

利
用
料
を
独
自
で
減
額
を
実

⑬⑬ 内談町議会だより

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
か

介
護
予
防
、
保
健
福
祉
施
策
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
て
い

き
た
い
。

堂下　清孝 議員

い
っ
ぱ
ん
質
問

介
護
保
険
の
減
額
・
減
免

減
免
は
難
し
い

資
格
証
明
を
発
行
す
れ
ば
収

納
率
が
上
が
る
の
か
、
加
賀
市

は
減
免
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

い
い
方
策
は
大
い
に
見
習
い
、

研
究
す
べ
き
だ
。

町
民
部
長

法
律
に
よ
る
義
務

規
定
と
、
負
担
の
公
平
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
現
行
ど
お

り
の
運
用
を
し
て
い
き
た
い
。

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世

堂
下

国
民
健
康
保
険
証
に
代

わ
る
資
格
証
明
書
の
発
行
は
、

悪
質
滞
納
者
と
見
な
さ
れ
た
世

帯
に
発
行
す
る
制
度
だ
と
聞
い

て
い
る
。

帯
主
等
と
の
直
接
接
触
す
る
機

会
を
確
保
し
、
納
税
相
談
を
行

う
こ
と
は
、
有
効
に
作
用
し
て

い
る
と
考
え
る
。

資
格
証
明
書
の

発
行
を
や
め
ろ

現
行
ど
お
り
運
用

バス停が必要

関
連
質
問

用語
解説 マンモグラフィーとは

乳ガン診断のひとつで、乳腺・乳房専用の
レントゲン撮影です。



清
水

内
談
町
に
お
い
て
も
人

口
構
造
の
高
齢
化
が
急
進
し
て
、

数
年
後
に
は
団
塊
の
世
代
が
シ

ル
バ
ー
世
代
と
な
る
。

超
高
齢
化
時
代
を
迎
え
る
と

い
う
状
況
の
中
で
社
会
経
済
の

活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
高
齢
者
が
社
会
の
担
い
手

と
し
て
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
を
整
備
せ
よ
。

今
の
無
料
バ
ス
を
さ
ら
に
細

か
く
充
実
し
た
路
線
に
見
直
し
、

研
究
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

清
水
文
雄
議
員

交
通
弱
者
対

策
と
同
時
に
、
公
共
施
設
、
駅

や
商
店
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
と

い
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
。

自
家
用
車
を
少
な
く
す
る
と

い
う
環
境
問
題
へ
の
対
応
か
ら

も
、
現
在
の
福
祉
バ
ス
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
統
合
し
て
運

行
し
て
い
く
の
が
ベ
ス
ト
で
は

な
い
か
。

町
長

セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い

て
は
、
高
齢
化
の
問
題
や
学
校

卒
業
す
る
方
で
就
職
希
望
者
の

内
定
率
が
過
去
最
低
と
な
っ
た

状
況
が
あ
る
。

雇
用
と
経
済
状
況
と
の
２
つ

の
角
度
か
ら
見
て
い
か
な
い
と

こ
の
問
題
は
非
常
に
難
し
い
。

清
水

準
幹
１
号
線
の
大
型
車

両
の
通
行
を
禁
止
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

米
田
助
役

関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

清
水

準
幹
１
号
線
は
、
大
型

車
両
が
通
行
し
て
も
問
題
が
な

い
構
造
な
の
か
。

助
役

道
路
構
造
令
に
基
づ
き

設
計
、
整
備
し
た
が
調
査
を
行

い
振
動
対
策
に
努
め
た
い
。

⑭⑭第76号

清水　文雄 議員

福
祉
バ
ス
の
路
線
を
研
究

非
常
に
難
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィバ

ス
を
望
む

い
っ
ぱ
ん
質
問

福 祉 バ ス

岩
本
町
長

福
祉
バ
ス
の
無
料

と
い
う
の
は
、
ほ
か
の
町
村
に

先
駆
け
て
実
施
し
て
お
り
、
当

時
も
今
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
設
立

次の議会定例会は３月です。
日程など詳しくは下記までお気軽にお問い
合わせください。 ℡ 286 - 6715
内談町議会事務局　　　　FAX 286 - 6711

あなたも議会を
傍聴しませんか？



⑮⑮ 内談町議会だより

請願・陳情 
■政府に対する非核三原則の法制化を求める意見書採択についての請願
「核兵器を持たず、作らず、持ちこまさず」の非核三原則を厳守し、法制化を政
府に求める。

■政府に「平和の意見書」の提出を求める陳情書
「国連決議に基づかない、すべての軍事行動に反対すること」および「唯一の被
爆国である日本が、中立的立場により、平和外交を推進し紛争の平和的解決に貢献
する」ことを日本の基本姿勢とするよう政府に求める。

■准看護師の看護師資格を得る「2年課程通信制」養成所の一刻も早い創設
などを県に提出することを求める陳情書
２年課程通信制を行う養成所を開設し、一定期間で希望者全員の受講を保障するこ
と。そのための予算措置を行い、移行促進計画を策定するとともに、教員の養成や受
講者・医療機関への支援措置を具体化すること。

■都市計画街路宮坂南線の建設促進について

白帆台町会と宮坂区を結
ぶ重要路線の都市計画街路
宮坂南線の用地買収につい
て、一日も早い建設着手に
向け町当局並びに、町議会
の一層の努力と配慮を賜る
よう請願します。

■教育基本法の「改正」に反対する国への意見書の提出を求める請願書

■教育基本法について
■清潔で公正・公平な国民奉仕を貫く公務員制度の確立を求める陳情書
■国民本位の公共事業推進と執行体制拡充を求める陳情書
■学童保育及び保育所での土曜日の保育延長について

採択したもの

不採択したもの

継続審査としたもの



⑯⑯第76号

編 編 
集 集 
後 後 
記 記 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
あ
れ
よ
あ
れ

よ
と
言
う
間
に
一
年
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

21
世
紀
は
地
方
の
時
代

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
内
外
で
様
々

な
問
題
が
山
積
み
の
ま
ま

で
す
。
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ク

自
衛
隊
派
遣
問
題
、
国
民

一
人
ひ
と
り
に
か
か
わ
る

年
金
改
革
な
ど
、
今
す
ぐ

解
決
す
る
と
は
思
え
な
い

事
ば
か
り
で
す
。

今
年
は
、
明
る
い
話
題

に
あ
ふ
れ
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

(

Ｉ)

編集作業に取り組んでいる委員

広報モニターの皆さんから
「広報第75号」のご意見・ご感想があ
りましたのでご紹介します。

子供の表情がほほえましく感じられると、好評が
得られました。

風力発電の写真説明がわかりやすい。
補正予算に係るものは、金額を明示すべきと思う。

質問に対しての経過と結果がわかり、良かったと
いうご意見が多くありましたが、質問の時期を記
載したほうが良いのでは？　

興味深く読むことが出来るが、専門用語等の解説
を入れたらどうか。

読んでいただける広報紙づくりを目
指して、頑張っています。
読者の皆様の声をお寄せください。

（広報委員一同）

編集室より

表紙写真

議案審議

ありゃー どうなったがいね

一般質問


